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[修士論文要約]

「海の奇跡」における創造と逆説の神学
–出エジプト記14章の研究–

坂 口 由 起

はじめに 

2019年末から始まった新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、教

会は大きく揺さぶられた。この出来事は私に大きな疑問を投げかけた。私には

聖霊が宿っているはずなのになぜ恐れるのか、なぜ神を信頼できないのか、私

は神を信じていないのではないか。

パンデミックが起こる数ヶ月前、2019年9月に召天された大住雄一先生が、

かつて東日本大震災を経て書かれた論文に「信仰者は、『神を信じられない』

ということも、その信じられない神に向かって表明し、信じられない神の前か

ら去らないものである。」1）と記されている。大住先生の言葉は真実であり、慰

めであった。パンデミックが長期化する中、2022年4月には本間敏雄先生が召

天された。茫然として、本間先生から頂いた『創造と堕落』という本を開く

と、こう書かれていた。

『神は天と地とを創造された。』これを信ずるならば必ず主の奇跡、或い

は贖罪、或いは他のことを信ずることが出来ます。2）

この言葉は、イザヤがバビロン捕囚期のイスラエルの民に向かって「神ヤハ

ウェは創造主である」と繰り返し語ったことを想起させる。そしてこの捕囚と



254

いう絶望の中で書き記された文書が、出エジプトの物語である。捕囚期の神を

信じられない者に向けられた言葉は、今の私たちにこそ必要な言葉なのではな

いだろうか。

本稿では、出エジプト記14章「海の奇跡」の神学的主題について考察し、出

エジプトにおける神の救いの意義について考えたい。14章のテキストは複雑で

あり、文書仮説で解釈されてきた歴史があるが、今日このテキストを説得的に

説明しているものは少ない。14章の神学的主題を考察するためには、祭司文書

（P）の神学に手がかりがあるのではないかと考える。その為、同じ祭司文書

である創世記との比較を中心に、Pの神学について考察する。更に、捕囚期の

状況を反映して14章のテキストの再解釈を行うことにより、「海の奇跡」の神

学を探究したい。

第1章　テキスト研究と文献学的考察

1．私訳3）

2．訳注・本文批評的注

20節「雲と闇があり、御使いは夜に光をもたらした」4）の文献学的考察を

行う。יָּ֖אֶר は אוֹר「光をもたらす」のHiphil・未完了・三人称男性・単数形であ

るため、主語を「神の御使い」とも「雲の柱」とも解せる。Rashiは主語を「

雲の柱」とし、「雲はイスラエルに対しては輝くが、エジプトに対しては暗

い」5）と解している。一方でフランシスコ会訳は、主語を「御使い」と解し、

「み使いは夜を照らした」6）と訳している。14章より前で「御使い ְך が「מַלְאַ֨

使われているのは3章2節の1回のみであり、御使いの出現と共に炎がもたらさ

れている。その後14章19節では、御使いが陣営の前から後ろへ移動したこと

によって、雲の柱も移動して光がもたらされる。これらの文脈から考えると、

御使いと共に炎があり、光をもたらしたと考えられるため、私見では主語を「

神の御使い」と解する。
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3．出エジプト記14章の研究史と本稿の立場
3.1 文書仮説
モーセ五書の著者は伝統的にモーセであるとされてきたが、歴史批判的方法

によって異なる時代に書かれた数多くの資料を一つに編集したものであると考

えられるようになった。最も長きにわたって五書研究を支配したのは、J.ヴェ

ルハウゼンの文書仮説である7）。

ヴェルハウゼンは JEDPという4つの文書を考え、これらの文書をこの順序

で歴史的に位置づけた。文書仮説では五書に織り込まれている資料を神名の

違いから区分し、神名「主＝ヤハウェ」と呼ぶ資料を「ヤーヴィスト（ J ）」、

「神＝エローヒーム」と呼ぶ資料を「エローヒスト（ E ）」「祭司文書（ P ）」

と呼ぶ8）。年代はヤーヴィストを紀元前9世紀、エローヒストを紀元前8世紀、

祭司文書を紀元前5世紀とした9）。

M.ノートは、出エジプト記には J、E、Pの3つの文書資料があると考えた。

ノートは J、Eを古い資料とし、Jはダビデ・ソロモン時代に位置づけられ、E

は不明瞭で年代も確かではないが、Jとは別に成立した Jに並行する長い一続

きの作品であると考えている。この J、Eと全く異なるのがPである。Pの成立

年代は捕囚期末期か捕囚後初期であり、全叙述が過越の生贄のための指示や、

安息日という創造の秩序の啓示、モーセが受けた聖所の作成と正当な祭儀創設

についての指示などに向かって進んでいると考える10）。

文書仮説に対してR.レントルフは、とりわけその筆頭資料であるヤーヴィ

ストに関して神学的なまとまりはなく極めて矛盾に満ちたものであり、諸資料

の存在を想定することは五書生成の理解には何の貢献もなし得ないと痛烈に批

判した11）。

レントルフが言うように、諸資料が存在したという仮定についてはその根拠

が乏しく、蓋然性が低いと思われる。特に JとEに関してはその区別が曖昧で

あり、神名の違いによって分けることは困難であると言わざるを得ない。Pに

ついてはノートが言うように、祭儀規定や契約、系図に関心があることが顕著

であるため、祭司文書と呼ばれる文書層があることは間違いないと思われる。
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文書仮説が有効であるかどうか、出エジプト記14章のテキストによって考察し

てみたい。

3.2 出エジプト記14章と文書仮説
M.ノート12）は14章を以下のように3つの文書に分けて考えている。

P；14 : 1-4, 8, 9aβb, 10abβ , 15-18, 21aαb, 22, 23, 26, 27aα , 28, 29 

J；14 :5b, 6(7), 9aα , 10bα , 13, 14, 19b, 20, 21aβ , 24, 25b, 27aβb, 30, 31 

E；14 :5a, 6(7), 19a

※14 :11, 12, 25aは JかEかは不確かである。

まず初めに気がつくのは、上記の区分では14章は神名によって識別できていない

ということである。14章において神名は、19節に「エローヒーム אֱלֹהִים 」が一度使わ

れているだけで、その他は全て「ヤハウェ יְהוָֹה 」と記されている。文書仮説では神名

「ヤハウェ」が用いられるのは本来Jであるが、Pが大部分を占める14章において神

名が「ヤハウェ」であるという矛盾が生じている。また、19節の「エローヒーム」は「

神の御使い ים הָאֱלֹהִ֗ ךְ  として用いられている。つまり、ここでは「エローヒーム」「מַלְאַ֣

は神名としてではなく、「御使い ְך の修飾語として使われているのであり、19「מַלְאַ֣

節前後の神名が「ヤハウェ」であるからといって19節のみが別の資料であるとは考

え難い。次に、19節全体についても見てみよう。

 (E) ם ל וַיֵּ֖לֶךְ מֵאַחֲרֵיהֶ֑ ים הַהֹלֵךְ֙ לִפְנֵי֙ מַחֲנֵ֣ה יִשְׂרָאֵ֔ ךְ הָאֱלֹהִ֗ ע מַלְאַ֣ 14:19a  וַיִּסַּ֞

(J) ם׃ ד מֵאַחֲרֵיהֶֽ עֲמֹ֖ ם וַיַּֽ עָנָן֙ מִפְּנֵיהֶ֔ ע עַמּ֤וּד הֶֽ 14:19b  וַיִּסַּ֞

ノートによれば、19節は上記のように19aはE、19bはJの二つの資料に分かれ

る。19aでים という語が使われているためE、19bではシナ「エローヒーム（神）」אֱלֹהִ֗

イ伝承に由来すると考えられる ֙עָנָן הֶֽ という語が使われているため J「雲の柱」עַמּ֤וּד 

としているのである13）。しかし、先に述べたようにエローヒームは神名として使われ
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ているのではないため、19節を2つに分ける必要はないと思われる。また19節a、b

は、いずれもע יִּסַּ֞ という同じ言葉を繰り返しているため、一つの文「そして進んだ」וַ

章であると考えるべきだろう。更に14章全体を見ると、下記の特徴的な語彙がJ、P

に関係なく用いられていることがわかる。

 14:2(P), 26(P), 27aβ(J), 28(P)；「戻る」שׁוּב

14:4(P), 8(P), 9aα(J), 23(P)；「追う」רָדַף

このように、 出エジプト記14章を文書仮説によって区切ることに十分な根拠

を見出すことはできない。従って、本稿は文書仮説ではなく、最終形態にて

14章の神学的主題を考察したい。尚、最終形態については3.1で述べたように、

出エジプト記は祭儀的な関心が強いことが明らかであるため、祭司によって編

集されたものと考える。祭司文書と呼ばれる文書層について、関根正雄は成立

をバビロン捕囚期（前587-539年頃）とする14）。左近淑によれば、最近は欧米を

中心に相当数の学者が捕囚期と考えていると言う15）。

以上の議論を踏まえ、本稿の立場としては、14章全体が「祭司文書」すなわ

ちバビロン捕囚期に祭司が編纂し、文書化されたものと想定し、神学的主題を

考察する。
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第2章　構造分析

〈表1〉
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〈表1〉は14章において繰り返される言葉を抽出し、構造を考察したものであ

る。

第一に、14 : 4と14 :17-18が「心を頑なにする（a, a’）」「栄光を現す（b, b’）」

「私がヤハウェであることを知る（c, c’）」という同じ表現が繰り返されており、

枠組みとなっている。

《枠組み》

ה בְְּפַרְעֹה֙ וּבְכָל־חֵיל֔וֹ וְאִכִָּבְדָ֤ b ֒ף אַחֲרֵיהֶם ־פַּרְעֹה֮ וְרָדַ֣ י אֶת־לֵב  חִזַַּקְתִּ֣ a ְו 　14 :4
ן׃ עֲשׂוּ־כֵֽ י יְהוָ֑ה וַיַּֽ י־אֲנִ֣ יִם כִִּֽ וְיָדְע֥וּ מִצְרַ֖ c

ה בְְּפַרְעֹה֙ וּבְכָל־חֵיל֔וֹ וְאִכִָּבְדָ֤ b’ ם אוּ אַחֲרֵיהֶ֑ יִם וְיָבֹ֖ מִצְרַ֔ מְחַזֵַּק֙ אֶת־לֵ֣ב  a’  י י הִנְנִ֤ 14  וַאֲנִ֗ :17
שָׁיֽו׃ וֹ וּבפְרָָ בְְּרִכבְְּ֖

יו׃ ה בְְּרִכְבְּ֖וֹ וּבְפָרָשָֽׁ י בְְּפַרְעֹ֔ בְְּהִכִָּבְדִ֣ הְ  י יְהוָ֑ יִם כִִּי־אֲנִ֣ יָדְע֥וּ מִצְרַ֖ c’  14 :18

上記の枠の内側には、後半の出来事へとつながる用語が語られる。14 :10

「恐れた」は31節に、14 :13「救いを見よ」は30節に、14 :16「海を裂きなさい」

は21節に対応している。

第二に、14 :21と14 :27が「海に向かって手を伸ばした（d, d’）」という言葉

によって対応しており、また14 :22と14 :29が「海の真ん中の乾いた地（e, e’）」

「右と左に壁となった（f, f’）」という言葉によって対応している。

《対応関係》

יְלָה ים עַזַָּה֙ כִָּל־הַלַַּ֔ יָּם בְְּר֨וּחַ קָדִ֤ וַיּ֣וֹלֶךְ יְהוָ֣ה ׀ אֶת־הַ֠ ה אֶת־יָדוֹ֮ עַל־הַיָּם֒  ט מֹשֶׁ֣ וַיֵּ֨ d  14 :21
יִם׃ ה וַיִּבְָּקְע֖וּ הַמָּֽ שֶׂם אֶת־הַיָּ֖ם לֶחָרָבָ֑ וַיָּ֥  

ים לִקְרָאת֑וֹ יִם נָסִ֣ יתָנ֔וֹ וּמִצְרַ֖ קֶר֙ לְאֵ֣ ם לִפְנ֥וֹת בְֹּ֨ שָׁב הַיָּ֜ וַיָּ֨ ם  ה אֶת־יָד֜וֹ עַל־הַיָּ֗ וַיֵּט֩ מֹשֶׁ֨ d’  14 :27
ם׃ יִם בְְּת֥וֹךְ הַיָּֽ ה אֶת־מִצְרַ֖ ר יְהוָ֛ וַיְנַעֵ֧  

׃ ם ימִינָ֖ם וּמִשְָּׂמאֹלָֽ ה מִֽ יִם לָהֶם֙ חֹמָ֔ וְהַמַּ֤ f  ה בְְּת֥וֹךְ הַיָּ֖ם בְַּיַּבְָּשָׁ֑ e ל י־יִשְׂרָאֵ֛ אוּ בְנֵֽ 14  וַיָּבֹ֧ :22
ם ימִינָ֖ם וּמִשְָּׂמאֹלָֽ ה מִֽ יִם לָהֶם֙ חֹמָ֔ וְהַמַּ֤ f’ ה בְְּת֣וֹךְ הַיָּ֑ם בַיַּבְָּשָׁ֖ e’ ּל הָלְכ֥ו וּבְנֵ֧י יִשְׂרָאֵ֛   14 :29
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第一の枠組みと、第二の対応関係とに挟まれているのが14 :19-20であり、14

章の構造の中心であると考えられる。ここでは、イスラエルの民を先導してい

た御使いと雲の柱が後ろに移動し、御使いが光をもたらしたという「救済」が

際立っている。そしてこの中心部分が、14 :30-31の結論を方向づけている。す

なわち結論では、「救い」「偉大な手を見た」「ヤハウェを畏れた」「ヤハウェと

僕モーセを信じた」ことが語られる。

以上の構造分析により、出エジプト記14章は全体が一つに纏まっていること

がわかる。そして14章の主題は「神の救いによって神が栄光を現し（vv.19-20）、

その結果として人々が『神がヤハウェである』と知るようになり、神を畏れ、

信じるようになる（vv.30-31）」ことであると言えるだろう。

第3章　語彙の探究

出エジプト記14章の語彙について探究し、それぞれの語彙が持つ神学的意味

と14章との関係を考察する。

1．神名ヤハウェ יַהְוֶה（出14:1,4,8,10,13,14,15,18,21,24,25,26,27,30）
BDB16）によれば、多くの学者はיַהְוֶהを-（היה=）הוהのHiphil形として説明し、「存

在させる者」、「命を与える者」、「創造者」と解する。しかし、これを（היה=）הוהの
Qal形とし、「存在する者」、すなわち「絶対的で不変のもの」と解する者も多い。

私見としては、創世記1:1-2:4に注目したい。1:1-2:3では、神が天地を創造され、7

日目に完成される。この箇所では神名は「エローヒーム֙אֱלֹהִים」となっており、「あ

る、なるהיה」という動詞が27回も繰り返される。その後に2:4にてהיהのHiphil形で

ある神名「ヤハウェיַהְוֶה」が初めて現れる。5:2で「神が人を男と女に創造された日

に祝福して人と名付けた」と記されているように、神は創造した日に「祝福して名付

ける」ことが分かる。つまり、1:1-2:3では天地創造を完成させた神は第七の日を祝福

し、自らを「ヤハウェ」と名付けたことが示されているのである。従って、2:4の「ヤハ

ウェיַהְוֶה」は天地を創造した「創造主」という意味であると考えられる。
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2．風 ַרוּח（出14:21）
S.テングストロム17）によれば、ַרוּחには「風」という意味があり、神の積極的な介

入と直接的に関連している。神の介入と言っても、「救済」という肯定的な意味だけ

ではなく、「裁き」という否定的な意味も含んでいる。実際、神ヤハウェの裁きはし

ばしば、葉や塵、そして箕の中の籾殻を追い払う東風のイメージで表現される。

「風ַרוּח」は、救済と裁きという肯定と否定の意味の両方を含んでいるのである。

出エジプト記14章では、神が風を吹かせることで水が分かれ、「救われる者」と水

に飲み込まれて「滅びる者」に分けられる。神の風によって「裁き」が行われている

と言えるだろう。

3．光 אוֹר（出14:20）
S.アーレン18）によれば、旧約聖書では一日の明るさが太陽に由来するという見解

ではなく、日の光は太陽の光とは別のものと考えられていると言う。このような考え

方は、創世記1章の天地創造の記述の中で明らかに前提とされており、光は明確に

「日の光」と呼ばれ（創1:5）、天の光が形成される前に既に存在している（創1:14ff.

）。また光は、正義（מִשְׁפָּט）とも関わっており、正義が光になる、あるいは光として
出てくる。ミカ書7:8f.によれば、人間は闇の中にいることを知り、神が彼を光に導

く。預言者のテキストにおいて光は正義によって達成される虐げられた人々の「救

い」を表しているのである。

私見としては、創世記1 :3の光も「救い」を表していると考える。天地創造

の時、初めに創造されたのは物質的な光ではなく、神の裁きによってもたらさ

れる「救いの光」なのである。出エジプト記14章の光についても、「救い」で

あると解するべきだろう。

4．闇 ְחֹשֶׁך（出14:20）
「私は彼らの前にある闇を光に変える」（イザ42 :16）とあるように、出エジ

プトと同じ現象が、バビロンからの解放である第二の出エジプトでも繰り返さ

れる。また、神とアブラハムの間の契約の儀式に暗闇があったように、律法
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の授与に関連したシナイの啓示においても、暗闇は重要な役割を果たしてい

る19）。預言者や知恵文学のいくつかの箇所では、闇は失明や捕囚と関連付けら

れている20）。従って私見では、闇は物理的な現象ではなく、比喩的に「命が生

まれない状態」や「神から離れている滅びの状態」を表していると考える。

5．雲 עָנָן（出14:19,20,24）21）

6．栄光を現す、頑なにする כִָּבֵד（出14:4,17,18）22）

7．裂く בְָּקַע（出14:16,21）
J. N.オズワルト23）によると、בְָּקַעの基本的な意味は「扱いにくいものを激しく裂

くこと」であると言う。בְָּקַעは、①内側から裂ける作用（卵の孵化など）、②日常生活

で遭遇する割れる行為（木が割れるなど）、③地球が裂ける（主の再臨）、④軍隊

が都市や野営地、領土に侵入する（戦争や暴力と関連）、⑤創造に関連する水の生

産を表す。このような創造的な活動は、イスラエルのために行われた神の贖罪の行

為と直接的に並行しているとオズワルトは言う24）。

という言葉は、オズワルトが言うように「創造」と「贖罪」を表す聖書全体にבְָּקַע

おいて非常に重要な語であることは明らかである。私見では、この言葉は更に「救

い」と「解放」を表すと考える。בְָּקַעは、不可能だと思われるものを引き裂くという力

強い言葉であり、またいくつもの意味を併せ持つ多義的な言葉である。この語につ

いては「第5章5 絶望の中での逆説の神学」で更に論じることにする。

8．乾いた地 יבְּשׁה（出14:16,22,29）
H.D.プロイス25）によれば、出エジプト記14 :16, 22, 29は、海を通過する間に

神ヤハウェの栄光が現れたことを描写し、イスラエルが海の真ん中の「乾いた

地」を通過したという記述で頂点に達している。また、洪水物語（創8 :7）の

中で、水の「乾き」を語っているのは祭司文書（P）であり、Pがこの語彙に

特別な関心があることを示している。

私見としては、「乾いた地」は「人間が生きていくことが出来る場所」を表
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しており、プロイスが言うようにPにとって特別な語であると考える。出エジ

プト記14章では、神がイスラエルの民を救うために「乾いた地」を創造する。

「乾いた地」は、人々が生きる場所を神が創造されることを表す「創造」と

「救い」が繋がっている言葉だと言えるだろう。

9．救い יְשׁוּעָה 、救う יָשַׁע（出14:13,30）
J. F.ソーヤー26）によると、יְשׁוּעָה の神学的用法で最も古典的なのは出エジプト

記14章であり、イスラエルが葦の海でエジプト軍に大勝利を収めたことを、救い 

ת と表現していると言う。この言葉はイスラエルから苦難を取り除く出エ（v.13）יְשׁוּעַ֣

ジプトではなく、イスラエルの民がいるところに神の助けが来るという意味で使われ

ている27）。

救いは「苦難を取り除くのではない」というソーヤーの視点は重要である。

私見では、「救い」は、苦難の中に神が介入する「神の勝利」であると考える。

民数記における青銅の蛇の物語においても、イスラエルの民は炎の蛇を取り

去ってくださるよう願ったが、神は蛇を取り去ることはなく、青銅の蛇を見

上げることで生き延びることが出来るようにされた。救いは確かに与えられる

が、苦難は取り除かれずに続くのである。従って「救い」とは、苦難は続くに

もかかわらず、神が介入し続けるという逆説的な「神の勝利」の言葉であると

言えるだろう。そして、それは信仰を持ち続けることにも繋がっている。

第4章　出エジプト記14章「海の奇跡」の神学

この章では、出エジプト記14章がどのような神学に基づいて描かれているの

かを論じたい。1では14章と同じ祭司文書である創世記「天地創造」「洪水物

語」との共通点を探究し、2~4では14章における祭司文書の特徴的な表現と神

学について考察する。
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1．出エジプト記14章の創造論
1.1 創世記1章「天地創造」との共通点

創世記1章1節から2章4節前半までは祭司資料（P）であり28）、出エジプト記14章

と比較すると、第3章で取り上げたいくつかの語彙（風 ַרוּח, 光 אוֹר, 闇 ְחֹשֶׁך, 乾いた

地יבְּשׁה）が共通して用いられていることがわかる。T.レーマーが「出エジプト記14章

は明らかに創世記1章に遡り（創7-8章Pにも）、世界の創造とイスラエルの創造を並

行して描いている。」29）と論じているように、創世記1章と出エジプト記14章はPに

よって並行して書かれたものだと考えられる。

第一に共通しているのは「分ける」という概念である。創世記では1 :4で、

神は光と闇を分けた。その後も、大空の下の水と上の水を分け（創1 :6）、水

と乾いた地に分けた（創1 :9）。この「分ける」という概念は、天地創造で重

要な意味を持っていることがわかる。出エジプト記では2箇所で「分ける」と

いう行為がなされる。まず14 :20では、雲がイスラエルの民の背後に移動して、

イスラエルの民とエジプト人を分けた。御使いはイスラエル側に光を照らし、

エジプト側は雲によって闇となる（cf.「第1章2 訳注・本文批評的注」）。更に

14 :21では海の水が裂かれることで「分ける」という行為がなされる。

この「分ける」という概念と共にある重要な語は「風　ַרוּח」である。創世記1:2は

聖書協会共同訳では「神の霊」が水の面を動いていると訳されているが、NRSVで

は「神の風」と訳している。「第3章2 風 ַרוּח」で述べたように、ַרוּחには「裁き」の意

味があることから、1:2の「神の風」は光と闇に分ける「裁き」を行っていると考えら

れる。出エジプト記14章では20節で、御使いによってイスラエルとエジプトは闇と光

に分けられていることから、ここでもַרוּחは「裁き」を表していると考えられる。Pに

おいては創世記、出エジプト記共に、ַרוּחによって「裁き」が起こり、光がもたらされ

るのである。

第二に、「光がもたらされる」という点が共通している。既に述べたように、ַרוּחに

よって「裁き」が起こる時に、光がもたらされる（創1:3, 出14:21）。私見では「第3章

3 光 אוֹר」で述べたように、「光」は物質的な光ではなく、神が裁きを行われた後に

創造された光、すなわち「救い」であると考える。
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第三に神が「乾いた地」を創造されたという点が共通している。レーマーは「乾

いた地 ה が、出エジプト記14章16節,22節,29節と創世記1章9-10節に、これ「הַיַּבְָּשָׁ֑

から誕生する生命体にとって必要となる乾いた土地の基礎として描かれていると論

じている30）。レーマーが言うように、「乾いた地」は創世記と出エジプト記において

共通している重要な言葉であり、創世記においては「命が生まれる場所の創造」を

表している。

出エジプト記では、神ヤハウェを礼拝するためにイスラエルの民はエジプト

を脱出した。その際に、イスラエルの民が救われるために神が水を切り開いて

創造された道がこの「乾いた地」であった。従って、出エジプト記14章におい

て「乾いた地」とは、「神の民を創造する道」すなわち「礼拝共同体の創造の

道」を意味していると言えるだろう。

以上三つの共通点に加えて、最後に注目したいのは、神の言葉と創造のパ

ターンが共通して見られることである。R.W.クラインは、創世記1 :3-5は緊密

に構成された一つのパターンを成しており、それが章全体に繰り返されている

と言う31）。そのパターンとは、①宣言定式「神は言われた」（v.3）、②命令「光

あれ」（v.3）、③実現「すると光があった」（v.3）である。このように何か特別

なことが起こる時には、あらかじめ必ず神の言葉が発せられるというのが祭

司文書の見解なのだとクラインは論じている32）。出エジプト記14章においても、

この「神の言葉－実現」パターンが繰り返されている。すなわち、①宣言定式

「ヤハウェはモーセに言った」（v.15）、②命令「海を裂きなさい」（v.16）、③実

現「水が裂かれた」（v.21）などである。このパターンは、次に考察する「洪

水物語」にも繰り返される。

以上のことから、Pが「天地創造」と「海の奇跡」において共通して伝えて

いるのは、神の言葉によって「裁き」が行われ、「救い」が創造される、その

救いによって「命が生まれる」つまり「神の民（礼拝共同体）が創造される」

ということである。
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1.2 創世記6－9章「洪水物語」との共通点
次に、創世記6－9章「洪水物語」との共通点について考察したい。

第一に、「洪水物語」においても、第3章で取り上げた語彙 （風 ַרוּח, 雲 עָנָן, 裂く 

ה 乾いた ,בְָּקַע が共通して用いられている。また1.1で述べたように、①宣言（（33 יָבְשָׁ֖

定式「主はノアに言われた」（創7:1）、②命令「箱舟に入りなさい」（創7:1）、「私は

四十日四十夜、地上に雨を降らせ、造ったすべての生き物を地の面から消し去る」（

創7:4）、③実現「大いなる深淵の源がすべて裂け、天の窓が開かれた。雨は四十日

四十夜、地上に降った」（創7:11-12）というP特有の「神の言葉－実現」パターンが

出エジプト記14章と共通している。

第二に、「裁き」と「救い」のモチーフが共通している。K.シュミートは出

エジプト記14 :28aの水がファラオの全軍を覆ったという表現が、創世記7 :19-

20における洪水の水が地上を覆ったことと文学的に非常に類似していると指摘

し、エジプト人が海で滅ぼされたことは大洪水で罪深い生き物が根絶されたこ

とに等しく、エジプト人の消滅は神の創造的世界秩序の確立における一要素で

あると論じている34）。

シュミートが言うように、出エジプト記14章においてもファラオの暴虐によって

混乱が起こり、そこに神が介入する。神の介入によって行われるのは「裁き」であ

る。洪水物語では神の宣言の後に、「大いなる深淵の源がすべて裂けた（בְָּקַע）」

（創7:11）。この「裂ける という言葉は、出エジプト記14:16,21の「海が裂け「בְָּקַע

る（בְָּקַע）」と同じ言葉が使われている。「第3章7 裂くע קַ で述べたように、この「בְָּ

言葉は、不可能と思えるものを引き裂く強大な力を示す言葉であり、「創造」と「贖

罪」、「救い」と「解放」を指し示している。洪水が起こった後に、神はノアを御心に

留め、「風 ַרוּח」を吹かせて水を引かせる（創8:1）。1.1で考察した「風 ַרוּח」と同様

に、ここでも神が吹かせた風によって、救われる者と滅びる者に分ける「裁き」が行

われるのである。

第三に、「戻る שׁוּב」という語の繰り返しに注目したい。洪水の後、創世記8:3-12

では水が地上から徐々に引いていき、ノアが地上から水が引いたことを知るところ

までが語られる際、「戻る ב וּ という言葉が繰り返される（創8:3,7,9,12）。同様「שׁ
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に、出エジプト記14:26-28において、イスラエルを追ってきたエジプト人を海が呑み

込んだことが語られる際にも「戻る שׁוּב」が繰り返される（出14:26,27,28）。これは

「水が戻る」という意味であるが、「神のもとへ帰る」という意味も含んでいるので

はないだろうか。箱舟から出た後、ノアが最初に行ったことは祭壇を築き、いけにえ

を献げて礼拝することだった。出エジプトの出来事も、荒れ野で3日の道のりを行

き、いけにえを献げるために成し遂げられた。どちらも「神のもとへと帰る」、つまり

神を礼拝する者とされることを描いているのである。

以上から、「洪水物語」との比較においても、出エジプト記14章の神学的主

題は、神の裁きによる「救い」の創造と神のもとへの立ち帰り、すなわち「神

の民（礼拝共同体）の創造」であることは明らかとなる。

2．荒れ野の神学
出エジプト記全体において重要なキーワードは「荒れ野」である。大住雄一

は、出エジプト記全体の主題が「礼拝」であり、出エジプトはシナイ山での

礼拝に向かって進行していると言う35）。確かにその通りであるが、ならば何故、

礼拝の場所として「荒れ野」が選ばれたのだろうか。

「荒れ野 מִדְבְָּר」という言葉は、旧約聖書全体では270回用いられているが、その

うち105回が五書である（創7回, 出27回, レビ4回, 民48回, 申19回）。特に出エジプ

ト記と民数記では、「荒れ野」が繰り返され、強調されている。S.タルモンによると

「荒れ野」とは、まだ原始の混沌の状態にあるか、人間の罪に対する神の罰として

再びそのような混沌に陥った状態を表す。そして、荒れ野は恐怖と反感を呼び起こ

すと言う36）。

タルモンが言うように、出エジプト記14章ではエジプト人が迫ってくるのを

見たイスラエルの民が恐怖に襲われ混沌に陥った状態となっている。荒れ野で

命が危険に晒された時、イスラエルの民は恐れ、神を信じることができずに叫

ぶ。そのような絶望的な状況で神が栄光を現され、滅びる直前のところで民が

救われる。混沌と不信、絶望という否定的な状況の中でこそ神が栄光を現し、

神により頼まなければ生きていけない状況になる時に「礼拝」が起こるのであ
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る。それゆえに礼拝の場所は、絶望の場所である「荒れ野」でなければならな

いのだ。

3．栄光の神学
「第2章 構造分析」で明らかにしたように、「私が栄光を現すとき、私がヤハ

ウェであることを知る」（出14 :4,18）は前半の枠組みとなっており、14章の結

論へと導く重要な箇所である。ここでは、神が栄光を現すことの意義について

考察したい。

3.1 栄光を現す

栄光は荒れ野において現される。左近は祭司文書における「主の栄光」という神

学概念について、主の栄光が現れる前には必ず「民の反抗」があること、そして栄

光は、破れ、混乱する世界に現れ、それは必ず礼拝の場と結びついていると論じて

いる37）。神ヤハウェを主語としてכִָּבֵדのNiphalが登場する箇所である「私が栄光を

現すとき、私がヤハウェであることを知る」（出14:4,18）は特別な位置づけにあり、

神ヤハウェがご自分の力を知らしめるために軍事的介入が行われる。
以上のことから考察すると、「神が栄光を現す」とは、混乱の中で神が戦う

ことである。14 :14でモーセが「ヤハウェがあなた方のために戦われる。だか

ら、あなた方は静かにしていなさい。」とイスラエルの民に命じた後、神が海

を裂いて創造した乾いた地をイスラエルは「沈黙」して通っていった。左近は

モーセの言葉について、「静まり返った沈黙の時があり、その時には神がたっ

た独りで血をあびて戦うという意味なのだ」38）と言っている。「神が栄光を現す」

とは、混乱の只中で、神ヤハウェがたった独りで戦われ、民が沈黙して神に従

うことを意味しているのである。

3.2 私がヤハウェである

神が栄光を現された結果起こる出来事がもう一つある。それは「私（神）がヤハ

ウェであることを知るようになる」ことである。「私がヤハウェである אני יהוה」という
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言葉が用いられている箇所を調べると、五書では創世記（2回）、出エジプト記（17

回）、レビ記（52回）、民数記（8回）、申命記（1回）であり、レビ記が突出しているこ

とがわかる。レビ記では、様 な々規定の終わりに「私がヤハウェである（יהוה を「（אני 

繰り返す。

「第3章1 神名ヤハウェ」で述べたように、「ヤハウェ יַהְוֶה」は「創造主」という意

味であると考えられる。レビ記において「私がヤハウェである」と繰り返すのは、

神ヤハウェが全てをお造りになる「創造主」であることを民に想起させるためだった

のだろう。礼拝にて律法が朗読されることで、イスラエルの民は「神がヤハウェであ

る」、すなわち「創造主」であることを何度も想い起こしたのではないだろうか。

以上により、出エジプト記14章において「私がヤハウェであることを知るようにな

る」とは、神ヤハウェこそが「創造主」であることを「想起する」ことであると考えら

れる。栄光を現された後、イスラエルの民は応答として創造主なる神を想起する。そ

の行為が「礼拝」であり、Pはそのために「私がヤハウェである（יהוה を繰り返「（אני 

したのだろう。

4．ヤハウェとその僕モーセを信じた
「第2章 構造分析」で論じたように、14章の結論は「彼らはヤハウェと彼の僕モ

ーセを信じた。（ 14:31）「（ ֹה עַבְדּֽו ה וּבְמֹשֶׁ֖ יהוָ֔ ינוּ֙ בְַּֽ אֲמִ֙ である。これが14章の主題で（יַּֽ

あると考えられるが、ではここで言う「信じる」とは何を意味するのだろうか。

「信じた ּ֙ינו אֲמִ֙ ・のHiphil・未完了・三人称・男性（信じる）אָמַן、という言葉は「יַּֽ

単数形のwaw継続法である。 、のHiphil形の解釈についてフォン・ラートはאָמַן

「ヘブライ語では、『信仰を持つ』とは文字通り『ヤハウェの内に自分を安心させる

こと』である、だからהֶאֱמִין（אָמַןのHiphil形）の後にְְּבという前置詞がある」39）と言

っている。そこで旧約聖書中で、「אָמַןのHiphil形＋前置詞 ְְּב＋ヤハウェ יהוָ֑ה」が用

いられている箇所を調べてみると5箇所（創15:6, 出14:31, 申1:32, 王下17:14, 歴下

20:20）であり、この内で「神を信じた」と肯定的に用いられているのは、上記の出エ

ジプト記14:31と創世記15:6「アブラムは主を信じた。（ יהוָ֑ה בְַּֽ ן  の2箇所の「（ וְהֶאֱמִ֖

みであることが分かる。旧約聖書で二度しか用いられていないということから、この
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表現が特別な位置づけにあると言えるだろう。

創世記15章で神ヤハウェは、自分から子孫が生まれることを信じないアブラ

ムを外に連れ出し、「天を見上げて、星を数えることができるなら、数えてみ

なさい。」（創15 : 5）と告げた。アブラムは神の創造のみ業を見て立ち尽くし、

神ヤハウェの圧倒的な力に身を委ねた。それが「信じる」ということなのであ

る。出エジプト記14章においても、海を裂き、エジプト人を水の底に沈めた神

ヤハウェの強大な力を見てイスラエルの民は畏れ、信じた。「信じる」とは、

神ヤハウェが「創造主」であることを思い知らされることによって神を畏れ、

沈黙して神に従うことなのである。これは「3.1 栄光を現す」で述べたことに

通じている。

第5章　捕囚期の神学

この章では14章が編纂された歴史的状況から解釈してみたい。バビロン捕囚

は国家の壊滅をもたらしただけでなく、神殿が灰燼に帰して神の現臨の場を失

い、神の契約が破棄され、頼るべきものが無くなってしまうという深い内面的

な崩壊をもたらした40）。全てを失った絶望的な状況の中で、それでも神を礼拝

し、神を信じ続けた捕囚期の神学とは如何なるものだろうか。14章のテキスト

を初めから辿りながら、捕囚期に語られた祭司文書（P）の神学を更に探究し

たい。

1．偶像崇拝への警告
14章は「バアル・ツェフォンの前で、あなたは海のそばでそれに面して宿営

しなければならない。」（出14 :3）という神ヤハウェの命令で始まる。バアル・

ツェフォンは、場所を意味するだけではなく、『ツェフォンの主』という神に

ついても言及されており41）、イスラエルの民がツェフォンに対峙して宿営する

ように命じられていると考えられる。異教の神を選ぶのか、神ヤハウェを選ぶ

のか、試されているのである。
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2．神の言葉、神への畏れの忘却42）

3．恐れるな、ヤハウェの救いを見よ、神が戦われる
「第3章9 救い」で指摘したように、「救い」とは苦難の中に神が介入し続け

る継続的な神の勝利を意味する言葉である。つまりここでは、「神の勝利を見

よ、神が戦われるのだから」と言われている。戦うのは人間ではなく、異教の

神と神ヤハウェの対決なのだ、だから黙って神の勝利を見ていよと言うのであ

る。

捕囚民たちは、戦争に負けたということは神が負けたということであり、す

なわち神が死んだということだと考えた43）。そのような民に向かってPは14章

の物語を通して、神が死んだのではなく、生きておられる神が戦われること

によって救われるのだと知らせている。神が戦う異教の神は動くことの出来な

いただの偶像であり、神が敗北することはありえない。従って、イスラエルが

捕囚になったのは神が異教の神に負けたのではなく、民が「静かにしている」

（出14 :14）ことが出来ず、預言者に聞き従わずに自分達で戦った結果であるこ

とを告げているのである。Pはかつてのモーセの姿と、捕囚以前に偶像崇拝を

批判し続けた預言者たちの姿とを重ね合わせ、今、バビロン捕囚が人間の罪に

よる裁きの結果であることを語っていると考えられる。

4．神の言葉は実現する
「第4章1 出エジプト記14章の創造論」において、「神の言葉－実現」パター

ンが繰り返されることを論じた。Pの神学において重要なのは、特別な出来事

は「神の言葉」によって行われているということである。それは例えば、ノア

の洪水（創6 :13-21）や、アブラハム契約（創17章）、モーセの召命（出6章）、

エジプトの災い（出7章以下）、葦の海の横断（出14章）、幕屋の建造（出25章

以下）などである44）。左近によれば、神の命令と実現を繰り返す手法は「神の

命令（言葉）は必ず実現する」という信仰の戦いの言葉であると言う45）。

私見では、Pはこれらの重大な出来事が神の言葉の実現であると伝えること
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を通して、神が「創造主」であることを聞く者に確信させ、神ヤハウェが唯一

神であることを強調していると考える。Pが「創造主」を強調するのは、捕囚

期に神ヤハウェが唯一神であることを訴える必要に迫られたからだろう。

「第4章3.2 私がヤハウェである」で、「私がヤハウェである（יהוה の繰り返「（אני 

しは、創造主なる神を想起する行為であり、それが礼拝であることを述べた。捕囚

期の異教に囲まれている捕囚民たちの生活の中で、「私がヤハウェである」という信

仰告白を繰り返すことによって、神ヤハウェが唯一神であることを貫き通し、信仰を

守ろうとしたのだろう。

5．絶望の中での逆説の神学
14章の中心部分である14 :19から最後の結論に至るまでの神学について考察

する。私見では、この部分は「逆説」の連続によって語られていると考える。

ここで語られる逆説とその意義について考えたい。

14 :19では突然神の御使いが現れ、ここで初めて御使いがイスラエルの民を

先導していたことが明らかにされる46）。14 :19では御使いが裁き主となり、イス

ラエル側には光を与えて前に進ませ、エジプト軍は闇の中に置く。ここには、

力のないイスラエルに「光」を与え、強大な力があり勝利するに違いないと思

われるエジプトを「闇」に定めるという逆説がある。

次に14:21の「裂く בְָּקַע」という言葉に注目したい。この語は「裂く」という動作を

表す一方で、軍隊が領土に侵入する際に用いられる暴力と関連する言葉でもある。

オズワルトによると、捕虜や幼い子供たちはしばしば高いところから投げ落とされ

て下にあった岩の上で「裂かれ」（王下8:12 ; 歴下25:12）、妊娠中の女性は「引き

裂かれる」（王下15:16 ; アモ1:13）ことがあまりにも一般的だったと言う47）。これら

のことから、「裂くבְָּקַע」という言葉は、捕虜や子供、妊婦の体が引き裂かれたとい

う恐ろしい記憶を呼び起こす「死」の言葉であったと考えられる。その一方で、14

章ではイスラエルの民を救うために海が裂かれる時にこの言葉が使われる。つまり

は、「死」と「生」という全く逆のイメージが同時に想起される逆説的な言葉なבְָּקַע

のである。
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14章の終わりでは、イスラエルが海辺でエジプト人たちが死んでいるのを

見る。プロップによると、14 :30はナイル川でヘブライ人の男子を溺れさせる

というファラオの計画（出1 :22-2 :10）を思い起こさせると言う48）。神ヤハウェ

はその復讐としてエジプトの兵士たちを海に沈め、モーセは「水から救う者」

（出2 : 10）という彼の名前の語源に従って海からイスラエルを救った49）。おそら

く捕囚民たちは海の奇跡の物語を聞く時、捕囚で殺された大勢の者たちのこと

を想い起こしただろう。そして、この物語のように絶望の記憶を神が覚えてい

てくださって必ず報いてくださる、救ってくださるという希望を抱いたに違い

ない。

絶望からイスラエルの民の救いを導いたのはモーセであった。罪を犯した

モーセは神の僕となり、神と共にイスラエルの救いを成し遂げた。そして、奴

隷であったイスラエルの民は、神の民とされた。Pは出エジプト記14章を徹底

して「逆説の神学」で描いているのである。

捕囚期、祭司たちは捕囚となったイスラエルの民の疑問に答える必要があっ

た。なぜ神の民であるイスラエルが捕囚となり、絶望的な状況に追い込まれた

のか、神はイスラエルを見放されたのか。祭司たちはその原因を知るために、

それまでに伝えられてきた資料あるいは伝承によって神の出来事を検証したの

ではないかと思われる。そこで神の御業の逆説性に気づいたのではないだろう

か。そして祭司たちは、捕囚期に神の御業の逆説性を強調して出エジプト記14

章を編纂し、なぜ捕囚になったのかという疑問に答えようとしたのだろう。祭

司たちはこの疑問に答えることで、イスラエルの民に希望を指し示したので

ある。捕囚という神の裁きは、救済をもたらす恵みの手段であったのだ。こ

の「逆説の神学」は捕囚期において絶望している者たちに、神の御業が逆説的

であることを明らかにすることを通して、絶望こそが神の御業のはじまりであ

り、絶望から必ず救い出されることを確信させる希望の神学なのである。
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結論

以上において、出エジプト記14章「海の奇跡」の神学的主題を考察し、更に

編纂された捕囚期の神学についての探究を行った。14章を文書仮説によってで

はなく最終形態で解釈することによって、新たな発見を得ることができた。そ

れは、14章の神学的主題が「神の裁きによって救いが創造され、神の民（礼拝

共同体）が創造される」ということである。

14章は、絶望の中で神を信じ続ける祭司たちが、神から離れていく捕囚民た

ちに向かって、神が裁きをもって救いを創造されたことを告知するための言葉

なのである。エルサレム崩壊後、神ヤハウェが負けた、あるいは死んだと考

え、異教の神へ向かった捕囚民たちは、自らの罪によって裁かれ滅びに至る運

命にあった。にもかかわらず、神ヤハウェは捕囚民たちを見捨てることなく絶

望の状況に介入し、救い出された。これこそまさに、裁きが救いとなる「逆説

の神学」なのである。この「逆説の神学」は、絶望が救いのはじまりであるこ

とを示し、絶望の淵には必ず救いの光がもたらされること、創造主なる神の

絶大な力によって勝利することを証する。絶望は希望へと逆転するのである。

「海の奇跡」の物語は、神から離れていく者たちを目覚めさせ、神ヤハウェこ

そが唯一の神であることを確信させて、礼拝へと立ち返らせる。「海の奇跡」

は、救いと神の民の創造の言葉であり、捕囚期における神の民の回復の言葉で

あるのだ。

更に「海の奇跡」の神学の探究によって、驚くべきことに気付かされる。そ

れは、ここには聖書全体の神学が凝縮されているということである。第4章に

て、「海の奇跡」と「天地創造」、「洪水物語」が並行して描かれていることを

論じたが、これは新約聖書における「イエス・キリストの十字架」にも同じこ

とが言える。マルコによる福音書15章33節以下では、昼の12時から3時まで闇

となる。主イエスは闇の中、沈黙されている。「海の奇跡」で、モーセに「静

かにしていなさい」と言われたイスラエルの民が沈黙して神の言葉に従い、静
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けさの中で神ヤハウェがたった独りで戦われている姿と重なり合う。3時に

なると主イエスは大声を出して息を引き取られ、神殿の幕が真っ二つに裂け

た。ここでは、14章で海が真っ二つに裂かれたのと全く同じ言葉が使われてい

る50）。そして、そこに光がもたらされた。マルコによる福音書15章33節には「全

地は暗くなり、三時に及んだ。」と書かれており、三時に闇が終わったことが

わかるが、その後で光が差し込んだとは書かれていない。主イエスの死が、光

だからである。この時神は、罪のない御子イエス・キリストを裁かれ、主イエ

スの壮絶な絶望と死によって、救いの光を創造されたのである。その救いの光

は、この世のすべての者を神の民とする創造の御業であり、全地を絶望から希

望へと逆転させる。

ルターは、キリストの十字架を信仰の中心として受け止め、およそ栄光とは

かけ離れたみじめで無残な主イエスの姿こそ、神の恵みとみとめることから

始まる神学を「十字架の神学」と呼んだ51）。キリストの十字架は、光が闇とな

り、人となった神の子が罪がないにもかかわらず裁かれ、人を救い続けてきた

がゆえに有罪とされ、決して死ぬはずのない神が殺されるという逆説に満ちて

いる。ルターが言うように、「無惨な主イエスの姿こそ神の恵みである」とい

う理性では到底理解することが出来ない神の逆説を受け入れる時、逆転が起こ

る。絶望が希望へと逆転し、神を信じる者が生まれるのである。

出エジプト記14章「海の奇跡」の神学は、まさに「十字架の神学」であり、

聖書全体を貫く「神の創造と逆説の神学」である。それはすべての時代の「現

在」に語りかける、絶望を救いへと逆転させる希望の神学なのである。

（さかぐち・ゆき）
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